
金
の
財
政
策
と
宗
教
々
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

　
　

上

　
　

俊

　
　

静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

Ｊ

　

″

　

泰
三
太

　

ヽ

　
　
　
　

『
金
史
』
宗
本
紀
に

　
　
　
　
　

天
會
八
年
（
Ｊ
Ｊ
０
　
　
）
五
月
哭
卯
。
禁
私
度
檜
尼
。

　
　
　

と
あ
る
。
私
変
針
尼
の
禁
止
は
、
そ
の
反
面
に
偽
倫
の
多
か
り
し
こ
と
を
澄
明
す
る
。
偽
冊
の
多
か
り
し
こ
と
は
、
営
時
の
佛
教
々

　
　
　

團
の
量
的
豊
富
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

天
會
八
年
と
云
へ
ば
、
金
國
成
り
て
未
だ
間
も
な
い
頃
に
し
て
、
か
ｘ
る
時
、
私
度
檜
尼
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
、
金
朝

　
　
　

治
下
の
佛
教
々
團
は
量
的
膨
脹
を
き
た
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　

思
ふ
に
、
建
國
後
間
も
た
い
時
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
金
は
こ
の
時
酸
に
遼
を
滅
し
て
そ
の
故
土
の
大
部
分
を
領
有
し
、
且
汁
京

　
　
　

を
攻
略
し
て
北
宋
の
世
を
顛
覆
せ
し
め
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
未
だ
淮
水
以
北
の
地
方
す
べ
て
を
完
全
に
支
配
す
る
に
至
ら
十
と
雖
も
、

　
　
　

北
支
那
の
大
半
は
金
の
威
令
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
金
が
討
滅
し
た
遼
及
び
北
宋
に
於
て
、
佛
教
々
團
が
異
数
の
硬
達

　
　
　

を
遂
げ
て
ゐ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
金
は
新
に
か
ｘ
る
地
方
を
領
有
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遼
及
び
北
宋
の

錨

　

教
團
を
そ
の
Ｉ
Ｈ
　
-
＾
檀
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
遼
汲
び
北
宋
の
弟
教
々
團
は
、
時
に
戦
調
に
よ
る
寺
塔
の
破
壊
こ
そ
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あ

　
　

あ
れ
、
大
略
そ
の
ホ
で
の
縦
組
に
於
て
金
の
支
配
下
に
仏
絞
す
る
こ
と
ゝ
た
０
　
た
ひ
で
あ
る
。
加
之
、
宋
室
の
常
澄
・
金
の
北
支
々

　
　
　

配
と
云
ふ
政
治
的
展
開
が
該
地
方
の
人
々
の
祀
會
的
地
位
の
漿
動
を
誘
音
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
れ
た
多
く
の
失
意
不
平
の
徒
の
中

　
　
　

に
は
、
節
儀
た
く
宗
教
々
圃
に
逃
１
　
す
る
も
の
相
富
の
款
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
か
く
孜
へ
て
く
れ
ば
、
金
初
に
於
け
る
佛
教

　
　
　

々
團
の
量
的
豊
富
さ
も
容
詔
甘
ら
る
ｘ
と
こ
ろ
に
し
て
、
従
っ
て
右
の
『
金
史
』
の
記
載
も
亦
矛
盾
な
く
諒
解
せ
ら
る
ｘ
こ
と
で
あ

　
　
　
　

金
朝
は
沁
く
の
如
く
北
宋
よ
り
似
承
し
た
祀
會
的
に
大
な
る
存
在
ご

　
　
　

っ
て
、
こ
の
こ
と
は
寺
観
の
名
額
・
度
牒
・
師
琥
・
紫
衣
等
の
公
費
に
よ
っ
て
詔
め
ら
れ
る
明
白
た
る
事
賓
で
あ
る
。
凡
そ
、
寺
観

　
　
　

の
名
額
・
度
牒
等
の
公
費
は
、
北
宋
に
於
て
は
既
に
祁
宗
時
代
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ

㈹
、
金
は
同
地
方
に
時
を
異
し
て

　
　
　

行
う
て
ゐ
る
に
過
ぎ
す
、
こ
Ｘ
に
も
金
が
北
宋
の
傅
承
で
あ
る
一
面
を
窺
知
し
得
る
の
で
あ
る
。
加
之
、
金
と
對
立
し
て
ゐ
た
常
宋

　
　
　

に
於
て
も
、
同
じ
く
財
政
窮
乏
の
打
開
策
と
し
て
か
Ｘ
る
こ
と
を
行
う
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
凡
そ
近
世
支
那
佛
駄
衰
微
の
重
大
原
因

　
　
　

と
な
れ
る
度
牒
等
の
膏
出
し
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
常
北
支
那
に
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

金
代
に
於
け
る
度
牒
・
師
胱
・
紫
衣
・
名
額
・
等
の
公
喪
心
最
初
は
い
つ
で
あ
る
か
。
こ
の
こ
と
に
就
て
は
明
快
た
る
解
答
を
な

し
得
な
い
。

さ
れ
ど
ヽ
『
金
史
』
宿
五
食
貨
志
・
入
粟
飯
度
牒
の
條
に
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　

○

　

（
大
定
）
五
年
。
上
（
皿
）
謂
宰
臣
曰
。
頃
以
逡
事
未
定
。
財
用
闘
乏
。
自
東
南
南
京
外
。
命
民
進
納
柿
官
。
亙
買
黄
道
尼
女
冠
度
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招7

　
　

牒
・
紫
褐
衣
・
師
競
・
寺
観
名
額
。
今
過
鄙
已
察
。
非
悉
罷
之
。

と
あ
っ
て
、
大
定
五
年
（
キ
Ｅ
）
に
富
民
の
入
粟
・
納
鰻
に
よ
る
柿
官
及
び
度
牒
・
師
琥
・
名
額
・
等
の
公
安
を
悉
く
罷
め
し
め
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
時
以
前
に
於
て
は
、
か
ｘ
る
こ
と
の
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。

　

然
ら
ば
大
定
五
年
以
前
に
於
て
は
、
如
何
た
る
目
的
の
篤
め
に
如
何
様
に
し
て
勅
額
・
度
牒
・
等
が
安
出
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ

ら
う
か
。

　

『
金
石
緊
編
』
四
Ｅ
に
「
荘
肢
寺
牒
」
が
見
え
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
荘
巌
寺
は
賄
西
高
陵
邸
の
私
寺
に
し
て
も
と
く
勅
額

が
無
か
っ
た
が
、
大
定
四
年
五
月
院
主
法
淳
等
が
銭
參
伯
貫
文
を
納
め
て
荘
厳
祚
寺
な
る
名
額
を
給
賜
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

以
て
佛
寺
の
勅
額
の
公
に
安
出
さ
れ
し
具
眼
的
事
変
を
知
る
の
で
あ
る
。
迢
観

　
０
例
は
、
同
じ
く
『
金
石
緊
編
』
四
Ｅ
に
あ
る
「
同

官
邸
蜜
泉
観
記
」
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
印
ち
該
記
中
に
、
墜
泉
観
の
由
来
を
述
べ
て
、

　
　

迄
大
定
初
。
王
師
南
征
。
軍
須
直
乏
。
許
進
納
以
賜
宮
観
名
額
。
云
々

と
あ
る
。
こ
ｘ
に
大
定
初
と
あ
る
が
、
震
泉
観
が
名
額
を
賜
呉
さ
れ
た
年
次
は
、

　
　

右
時
雨
截
。
上
截
印
刻
三
年
牒
文
。
下
截
刻
此
記
。
文
甚
華
胆
。
字
法
亦
似
精
虜
。
金
人
時
刻
之
最
往
者
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
定
三
年
な
る
こ
と
を
窺
知
し
得
る
。
従
っ
て
世
宗
初
期
に
於
け
る
納
銭
に
よ
る
道
観
名
額
の
賜
呉
の
具

殼
的
事
賓
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

而
し
て
『
金
石
緊
編
』
の
編
者
王
昶
は
、
右
の
荘
肢
輝
寺
牒
に
開
す
る
考
誼
に
於
て
、
か
ｘ
る
名
額
賜
輿
の
牒
を
載
せ
る
時
が
映

西
地
方
に
の
み
特
に
十
四
あ
る
こ
と
を
述
べ
づ
、
更
に
、

　
　

似
其
制
濁
行
於
瞎
西
。
殆
印
辨
軍
須
之
所
也
。
其
牒
起
於
大
定
二
年
迄
四
年
。
是
時
世
宗
初
即
位
。
用
兵
契
丹
。
因
暫
行
此

－27



4田

　
　

制
。
想
四
年
以
後
部
停
也
。

と
論
じ
て
ゐ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
軍
費
獲
得
の
篤
め
の
寺
観
名
額
の
公
費
は
、
大
定
二
年
（
ヤ
）
よ
」
四
年
（
訟
）
余
早
、

特
に
踏
西
地
方
に
の
み
行
は
れ
た
こ
と
ｘ
な
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
に
該
地
方
に
の
み
行
は
れ
た
か
に
就
て
は
論
申
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
思
ふ
に
寺
観
名
額
の
公
費
は
、
敢
て
陳
西
地
方
忙
の
み
限
ら
れ
て
行
は
れ
た
の
で
は
た
く
、
廣
く
怯
の
諸
地
方
に
も
同
様
に
行

は
れ
た
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
『
金
石
綾
編
』
こ
こ
に
見
ゆ
る
「
大
明
碑
院
碑
」
に
よ
っ
て
澄
明
さ
れ
る
。
大
明
碑
院

は
河
南
河
内
新
に
あ
り
し
佛
寺
に
し
て
、
大
定
二
年
九
月
所
定
の
銭
数
を
納
め
て
名
額
を
給
賜
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
河
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

地
方
に
於
て
も
同
様
に
名
額
の
妾
出
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
恐
ら
く
、
常
時
金
朝
治
下
の
北
支
那
の
地
方
に
は
全
般
的

に
行
は
れ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
踏
所
地
方
に
そ
れ
を
澄
す
る
貸
料
が
多
く
兄
ら
れ
る
の
は
、
該
地
方
が
特
に
宗
教
の
盛

行
し
た
所
に
し
て
私
七
万
私
覗
か
多
数
存
在
し
た
篤
め
と
、
偶
然
に
も
碑
石
が
破
壊
さ
れ
ず
に
残
存
し
た
が
篤
め
で
あ
ら
う
。

　

名
額
を
賜
呉
す
と
云
ふ
牒
部
ち
政
府
よ
り
の
公
文
１
　
は
悔
書
腔
部
か
ら
雖
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
費
出
し
は
戸
部
の
掌
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

し
て
、
戸
部
は
地
方
の
各
府
・
州
に
藤
箭
所
を
設
け
て
こ
れ
が
處
理
に
任
じ
尭
も
の
ｘ
や
う
で
あ
る
。
さ
れ
ど
『
金
史
』
百
官
志
戸

部
・
禰
部
の
條
に
は
、
そ
れ
に
相
営
才
る
記
載
な
き
た
め
、
か
-
４
る
狸
費
所
は
大
定
の
初
頃
三
・
四
ヶ
年
間
極
め
て
暫
定
的
に
設
置

し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
王
昶
の
論
は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

さ
て
、
か
く
の
如
く
寺
観
が
勅
額
の
給
賜
を
受
け
る
場
合
に
は
、
如
何
程
の
鐘
数
を
納
入
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
。
前
記
の
荘
蔽
輝

寺
は
參
伯
貫
文
を
納
入
し
て
ゐ
る
が
、
叉
百
五
十
貫
文
と
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
全
く
價
額
の
兄
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
就

て
王
昶
は
、

　
　

其
鐘
数
。
大
定
二
年
。
但
云
已
納
詑
合
着
銭
数
。
三
年
以
後
。
則
著
明
鐘
壹
百
貫
。
至
四
年
四
月
。
清
涼
祁
院
牒
。
鐘
壹
伯
伍
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－

　
　

拾
貰
。
五
月
。
荘
厳
院
牒
。
ふ
餓
參
百
貫
。
。
途
時
未
久
。
牒
價
懸
殊
。
不
能
知
其
故
也
。

　
　
　

と
論
じ
て
ゐ
る
。
納
銭
の
額
が
大
定
三
年
に
は
壹
百
貫
、
四
年
四
月
に
は
壹
百
五
拾
貫
、
同
五
月
に
は
參
伯
貫
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
た

　
　
　

と
昿
致
へ
ら
れ
な
い
學
と
も
か
く
も
硬
膏
期
間
極
め
ｔ
嬉
い
に
も
｡
-
ｓ
-
は
ら
す
、
後
に
な
ど
程
納
銭
’
の
額
の
高
く
な
っ
て
ゐ
る
こ

　
　
　

と
は
否
定
し
得
な
い
ど
と
で
あ
ら
う
。
｀

　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　

な
ほ
こ
Ｘ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
か
く
の
如
き
名
額
の
膏
出
し
に
は
自
ら
限
度
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
、
私
寺
・

　
　
　

私
観
が
す
べ
て
名
額
を
賀
取
っ
て
政
府
の
認
め
る
公
寺
・
公
観
と
な
れ
ば
、
既
に
需
用
者
な
き
こ
と
ｘ
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｉ

　
　
　

尤
も
其
後
新
に
建
立
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
其
等
は
在
来
の
私
寺
観
に
比
す
れ
ば
極
め
て
少
数
で
あ
ら
う
Ｉ
名
額
の
膏
出
し
は
不

　
　
　

可
能
と
な
る
。
従
っ
て
名
額
韮
費
に
よ
る
國
庫
の
牧
入
に
も
自
ら
一
定
の
限
度
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　

然
る
に
こ
れ
に
反
し
て
、
度
牒
・
師
競
・
紫
衣
等
に
至
っ
て
は
、
伶
・
道
・
尼
・
女
冠
乃
至
・
共
等
た
ら
ん
と
す
る
も
の
を
相
手
と

　
　
　

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
需
用
の
範
園
は
極
め
て
廣
く
、
従
っ
て
、
た
と
へ
輦
價
は
安
く
と
も
、
其
等
の
公
吏
に
よ
る
政
府
の
収
入
は

　
　
　

自
ら
莫
大
な
る
こ
と
を
得
た
こ
と
ｘ
思
は
れ
る
。
殊
に
度
牒
は
冤
役
の
特
徴
を
附
輿
さ
れ
る
こ
と
ｘ
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
購
入
希

　
　
　

望
者
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
、
何
等
の
貸
本
を
要
し
な
い
此
等
の
費
出
し
は
、
國
家
が
一
時
的
財
政
難
を
切
抜
け
る
に

　
　
　

は
、
至
極
便
利
な
方
法
で
あ
っ
た
に
逡
ひ
な
い
。

　
　
　
　

と
も
か
く
、
大
定
の
初
頃
、
か
Ｘ
る
性
質
を
も
っ
度
牒
・
師
競
・
紫
衣
等
が
名
額
と
と
も
に
佛
教
・
道
教
の
教
團
に
大
い
に
費
出

　
　
　

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
収
入
は
國
家
の
急
を
救
ふ
に
役
立
っ
た
こ
と
Ｘ
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
・
る
が
、
営
時
費
出
さ
れ
た
る
度
牒
・
師

　
　
　

胱
・
紫
衣
等
の
数
量
・
値
段
が
如
何
程
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
就
て
は
、
筆
者
寡
聞
の
致
す
と
こ
ろ
か
、
賃
料
の
徴
す
べ
き
も
の
無

心

　
　

き
を
遺
憾
-
ｕ
す
Ｗ
・

-29一
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さ
て
、
右
の
如
く
大
定
の
初
め
三
ヶ
年
の
間
、
特
に
寺
領
の
名
額
・
師
蓑
・
度
牒
・
紫
衣
等
が
費
出
さ
れ
た
の
は
、
前
引
の
『
金

史
』
食
貨
志
に
「
逞
事
未
定
。
財
用
囲
乏
。
」
と
あ
る
如
く
、
軍
事
費
の
急
激
な
る
・
射
加
に
伴
ふ
國
家
の
財
政
難
打
開
の
篤
め
で
あ

る
ぱ
勿
論
な
る
も
、
こ
の
頃
特
に
軍
事
費
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
前
記
の
「
王
師
甫
征
。
軍
須
匿
乏
。
」
と
か
、
王
昶

が
「
是
時
世
宗
初
印
位
。
用
兵
契
丹
。
因
暫
行
此
制
。
」
と
云
ふ
が
如
く
、
宋
に
對
す
る
防
備
と
契
丹
人
叛
暇
の
平
定
の
錨
め
で
あ

る
。
沁
陵
は
南
伐
失
敗
の
う
ち
に
弑
せ
ち
れ
た
。
勝
に
乗
じ
た
宋
軍
は
進
ん
で
金
の
密
境
を
掠
め
た
。
世
宗
は
こ
れ
が
防
備
の
篤
め

宋
金
國
境
附
近
に
大
定
五
年
の
初
め
ま
で
約
三
十
萬
の
大
兵
を
集
結
せ
し
め
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
加
之
、
こ
の
時
既
に
西
北
路
方

面
に
は
契
丹
人
の
叛
氾
が
起
っ
て
ゐ
た
。
大
定
元
年
末
、
自
ら
皇
帝
を
栃
し
た
叛
殴
軍
で
王
領
契
丹
人
称
刺
鴛
斡
の
勢
力
は
皆
に
侮

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
金
朝
は
こ
れ
が
討
伐
に
挑
散
忠
義
を
営
ら
し
め
て
、
よ
く
短
時
日
の
間
に
鎖
定
し
得
た
の
で
あ

る
。
さ
れ
ど
軍
を
動
か
す
に
は
莫
大
な
る
費
川
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
且
沁
陵
暴
政
の
後
を
鴇
承
し
か
世
宗
の
初
年
に
は
國

庫
の
貯
へ
極
め
て
乏
し
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
か
ｘ
る
財
政
困
難
の
場
合
、
政
府
営
局
者
の
眼
に
映
じ
た
も
の
は
大
な
る

毅
會
的
勢
力
を
有
す
る
宗
駄
々
圃
で
あ
っ
て
、
そ
の
経
済
力
を
搾
取
の
對
象
と
放
へ
て
、
度
牒
等
の
公
海
の
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の

は
蓋
し
営
然
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
、
か
ｘ
る
度
牒
等
の
公
喪
に
よ
っ
て
政
府
が
如
何
程
の
牧
入
を
學
げ
得
た
か
は
明
か
で
な
い
。

　

要
す
る
に
ヽ
金
朝
は
大
定
の
初
め
約
三
ヶ
年
の
間
ヽ
軍
事
費
支
辨
の
だ
め
ヽ
佛
ふ
二
教
の
教
團
に
對
し
べ
名
額
・
度
牒
・
師

蓑
・
紫
衣
等
を
膏
出
し
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
國
家
財
政
の
切
盛
り
に
宗
教
々
團
を
利
川
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
度
牒
・

名
額
等
の
公
賞
は
、
政
府
と
し
て
直
接
貸
本
を
必
要
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
又
装
束
心
義
務
も
負
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら

ｌ
尤
も
度
牒
を
海
出
せ
ば
そ
れ
だ
け
不
課
役
戸
の
肘
加
は
免
れ
ぬ
の
で
あ
る
が
ｉ
若
し
そ
れ
が
宗
教
々
團
内
部
に
及
ぼ
す
悪
影

響
を
度
外
脱
Ｊ
る
な
ら
ば
、
急
を
葺
す
る
財
政
難
の
切
抜
け
策
と
し
て
は
、
誠
に
好
都
合
た
る
一
時
的
便
法
で
あ
っ
た
こ
と
ｘ
推
察
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⑦

さ
れ
る
。

　

寺
観
の
名
額
・
度
牒
・
紫
衣
・
師
競
等
の
公
吏
は
、
前
記
食
貨
志
に
見
ゆ
る
如
く
、
大
定
五
年
以
後
事
賓
絶
え
て
見
え
な
い
の
で

あ
る
。
凡
そ
、
度
牒
等
の
公
費
が
宗
駄
々
圃
の
腐
敗
・
堕
落
を
葦
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。
買
う
た
度
牒
で

冊
侶
と
な
り
、
納
鎖
に
よ
る
勅
額
を
以
て
公
寺
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
住
持
し
て
、
こ
れ
又
金
鎖
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
紫
衣
を
・
隷
う
て

得
意
た
る
愚
價
が
あ
り
得
た
と
す
れ
ば
、
頗
る
滑
稽
な
も
の
に
し
て
、
か
ｘ
る
も
の
が
一
般
人
士
の
尊
敬
を
楠
ぎ
得
な
い
こ
と
は
鴬

然
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
、
管
侶
の
質
の
低
下
・
教
團
の
堕
落
を
必
然
的
に
誘
疲
せ
し
む
る
度
牒
等
の
公
喪
は
、
國
家
の
財
政
が
常

道
に
諮
し
た
時
、
常
然
慶
止
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
賢
明
な
る
世
宗
が
こ
の
鮎
を
看
過
す
る
は
ず
は
な
い
。

　

大
定
五
年
と
云
へ
ば
、
世
宗
が
南
宋
の
孝
宗
と
有
名
な
る
和
議
を
締
結
し
た
年
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
紛
糾
を
極
め
て
ゐ
た
金
・
宋

の
開
係
は
再
び
こ
ゝ
に
整
正
せ
ら
れ
て
、
今
後
世
宗
は
安
ん
じ
て
國
内
の
統
治
に
専
心
浸
頭
し
、
彼
の
抱
懐
せ
る
女
貢
的
な
る
も
の

の
再
建
設
に
邁
進
し
た
の
で
あ
る
。
世
宗
の
強
力
た
る
君
主
後
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
伸
張
せ
ら
れ
、
國
家
的
統
制
の
手
は
宗
教
界
に

　

大
定
八
年
（
紅
）
正
月
に
、

　
　

至
少
佛
法
尤
所
未
信
。
梁
武
帝
篤
同
泰
寺
奴
。
遼
道
宗
以
民
戸
賜
寺
偕
。
復
加
以
＝
が
之
官
・
其
惑
深
矣
『
螺
心
』
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

と
、
世
宗
が
梁
武
帝
・
遼
道
宗
の
崇
佛
振
り
を
痛
罵
し
て
ゐ
る
の
は
、
恐
ら
く
は
、
彼
が
近
来
と
み
に
債
落
せ
る
宗
教
々
師
・
腐
敗

せ
る
教
團
の
賓
原
を
震
観
し
て
ゐ
禿
た
め
で
あ
ら
う
。
雪
時
の
宗
教
々
潤
は
志
を
得
ざ
る
漢
人
の
よ
き
避
難
所
で
あ
り
、
殊
に
大
定
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初
め
の
度
牒
喪
出
し
に
よ
っ
て
不
千
者
は
容
易
に
教
團
に
逃
避
し
、
無
釈
の
徒
は
称
道
に
俣
託
し
て
愚
民
を
惑
は
し
、
以
て
法
を
犯

　
　

し
貳
を
焉
す
に
至
っ
た
も
の
に
し
て
、
こ
の
事
は
北
宋
の
故
土
に
殊
に
多
か
っ
た
如
く
で
あ
る
・
印
ち
、

　
　
　
　

上
（
雑
）
問
宰
臣
日
。
南
方
爾
多
反
側
何
也
。
（
石
）
堀
對
曰
。
南
方
１
　
頼
之
徒
。
仮
説
裾
道
。
以
妖
幻
惑
人
。
愚
民
無
知
。
遂
至

　
　
　
　

巳
法
へ
『
金
史
』
巻
八

　
　
　
　

Ｉ
．
ヽ
ｆ
八
石
珊
傅

　

）

　
　

と
あ
る
。
か
く
の
如
き
宗
・
教
一
揆
の
尤
な
る
も
の
は
、
大
定
十
一
年
（
亡
）
に
起
っ
た
借
智
浹
の
氾
ご

　
　

の
伶
、
自
ら
禰
勒
佛
の
出
現
を
以
て
任
じ
、
愚
民
を
煽
動
し
て
徒
窯
を
組
み
、
先
づ
充
州
を
取
っ
て
、
曙
山
に
徒
窯
を
集
め
、
廃
天

　
　

時
の
三
字
を
以
て
胱
と
な
し
、
稿
厭
を
極
め
た
。
『
金
史
』
Ｊ
に
、

　
　
　
　

大
定
十
三
年
。
九
月
辛
亥
。
大
名
府
恒
李
智
究
等
。
謀
反
伏
誄
。

　
　

と
あ
る
如
く
、
金
朝
は
幸
に
こ
の
紛
擾
を
銀
定
し
得
だ
の
で
は
あ
っ
た
が
、
地
方
の
治
安
に
敏
感
で
あ
っ
た
世
宗
が
か
Ｘ
る
宗
教
匪

　
　

の
起
る
を
見
て
、
教
圃
に
對
す
る
國
家
的
統
制
を
よ
り
痛
切
に
感
じ
た
こ
と
は
理
の
営
然
で
あ
ら
う
。

　
　
　

か
く
て
、
大
定
の
中
頃
か
ら
宗
教
々
團
に
對
す
る
制
策
が
徐
ろ
に
加
へ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
先
づ
寺
観
創
建
の
禁
止
で
あ
る
。

　
　
　
　

大
定
十
四
年
。
四
月
乙
丑
。
上
論
宰
臣
曰
。
聞
愚
民
哲
扁
多
建
佛
寺
。
雖
己
條
禁
。
爾
多
犯
者
。
宜
中
約
束
。
無
令
徒
費
財
用
。

　
　
　
　

（
『
富
』

　
　
　
　
　

言
）

　
　
　

こ
の
時
以
前
既
に
一
度
佛
寺
創
建
の
禁
止
を
命
じ
た
と
あ
る
も
、
そ
れ
と
鳶
ぼ
し
き
記
載
は
、
『
金
史
』
匹
等
に
は
見
富
ら
な
い
。

　
　

い
づ
れ
に
し
て
も
、
大
定
十
四
年
再
び
禁
止
令
を
出
し
て
そ
の
徹
底
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
四
年
後
三
度
禁
止
の
令
を
出
し

　
　

て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

大
定
十
八
年
・
三
月
己
ぎ
・
禁
民
間
無
得
掴
興
寺
観
・
『
弩
』
）
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常
時
の
一
般
民
衆
は
佛
・
道
を
盲
信
す
る
の
餓
り
、
貴
重
な
る
財
物
を
惜
し
げ
も
た
く
捨
し
て
寺
観
を
濫
建
し
た
の
で
。
あ
っ
た
。

且
、
以
て
彼
等
の
願
ふ
と
こ
ろ
は
た
ゞ
現
世
の
幸
禰
で
あ
っ
た
。
佛
教
信
仰
は
極
め
て
卑
鄙
な
相
に
於
て
一
般
祀
會
に
禰
漫
し
て
ゐ

た
の
で
あ
ら
う
。
か
ｘ
る
事
賓
に
貞
面
し
ヽ
た
世
宗
は
、
こ
れ
を
嘆
く
と
と
も
に
断
乎
と
し
て
一
般
の
寺
観
創
建
を
禁
止
し
、
叉
課
役

を
避
け
ん
狐
め
惜
・
道
と
な
る
も
の
あ
る
を
知
っ
て
は
、
こ
れ
が
尿
禁
を
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
。

奈
十
九
輿
拡
）
。

大
定
二
十
葦
（
拡

心

　　

○

　

－4

二
月
己
卯
‘
上
謂
宰
臣
日
・
人
多
奉
憚
考
・
意
欲
微
１
　
・
股
葦
年
亦
頗
惑
之
・
旋
悟
其
非
・
『
弩
』
）

命
宰
臣
。
禁
有
旅
人
一
子
。
及
農
民
避
課
役
篤
仲
道
者
。
（
四
訪
蒜
Ｊ

　

此
等
の
諸
事
資
は
、
常
時
の
宗
教
信
仰
の
低
級
な
る
こ
と
、
教
團
の
腐
敗
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
民
衆

の
寺
観
建
立
に
よ
る
経
済
力
の
徒
費
を
防
ぎ
、
教
團
の
恚
正
教
化
を
は
か
ら
ん
が
篤
に
行
う
た
世
宗
の
強
力
た
る
君
主
幄
を
以
て
す

る
統
制
を
物
語
る
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。

大
定
二
十
七
年
（
ケ
ー
づ
十
二
月
甲
申
・
上
諭
宰
ほ
曰
・
人
皆
以
奉
道
崇
佛
・
設
奇
讃
終
篤
１
　
０
　
朕
使
百
姓
拠
冤
・
天
下
安

奈
。
不
勝
於
彼
乎
。
爾
等
居
輔
相
之
任
。
誠
能
匡
菜
國
家
０
　
使
百
姓
蒙
利
。
不
惟
身
享
共
報
。
亦
将
施
及
子
孫
矣
。
『
巧
』
）

　
　
　

と
あ
っ
て
、
人
は
皆
佛
道
を
奉
じ
て
以
て
禰
を
得
ん
と
し
て
ゐ
る
が
、
凡
そ
國
家
の
隆
昌
と
舒
會
の
安
寧
と
は
、
篤
政
者
の
な
す
べ

　
　
　

き
義
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
以
て
世
宗
は
宰
臣
等
を
激
励
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ｙ

　
　
　
　

要
す
る
に
、
大
定
五
年
以
後
世
宗
は
強
力
た
る
君
主
後
を
以
て
宗
教
界
に
統
制
を
計
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
腐
敗
せ
る
教
国
に

　
　
　

對
す
る
整
調
策
で
あ
り
浄
化
策
で
あ
っ
た
。
世
道
と
た
る
こ
と
に
制
限
を
設
け
た
こ
と
は
、
不
課
役
戸
の
堵
加
之
防
ぎ
従
っ
て
國
庫

　
　
　

の
減
収
を
防
止
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
寺
観
創
建
の
禁
止
は
民
衆
の
経
済
的
負
措
の
減
少
を
は
か
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ら

4
9

　
　

う
・
世
宗
の
か
ｘ
る
努
力
は
相
富
の
効
果
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
常
時
の
宗
教
界
の
動
向
を
百
八
十
席
拝
廻
せ
し
め
得
た
も
の
と
は
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河

　
　

孜
え
ら
れ
な
い
。
世
宗
な
き
後
ご
示
教
々
團
は
滉
れ
る
錫
政
令
の
政
策
と
相
侯
っ
て
、
低
級
化
の
道
程
を
急
速
に
辿
り
し
も
の
で
あ

４

　
　
　

⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

章
宗
の
初
期
、
金
朝
の
宗
教
々
團
に
對
す
る
政
策
は
、
前
代
世
宗
の
方
針
を
踏
襲
せ
る
も
の
で
あ
っ
・
だ
。
偕
・
尼
・
道
士
女
冠
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

つ
い
て
の
試
験
制
度
・
量
的
制
限
の
設
け
ら
れ
し
こ
と
、
叉
僻
道
が
父
母
親
思
を
郷
せ
ざ
る
こ
と
は
風
俗
を
害
す
る
こ
と
甚
し
唐
も

の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
は
昇
す
べ
き
を
命
じ
た
こ
如
等
は
、
世
宗
の
方
針
と
鍵
０
た
か
っ
た
こ
と
を
誼
す
る
事
賓
で
あ
ら
う
。

　

４
　
宗
自
ら
も
、
宗
教
々
團
の
腐
敗
を
指
摘
し
て
、

鰻
道
以
佛
老
管
利
・
故
務
在
荘
巌
閔
侈
・
起
人
施
利
―
自
多
’
所
以
篤
狸
美
也
じ
『
四
心
入
』
）

と
云
う
て
ゐ
る
。
債
尼
・
道
士
等
の
宗
室
高
官
の
家
に
出
入
す
る
を
禁
じ
た
の
も
明
昌
二
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

加
之
ゝ
世
宗
の
嘗
て
行
う
た
二
税
戸
の
解
放
は
９
　
宗
の
再
び
行
ふ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
Ｉ
『
金
史
』
四
四
食
貨
志
に
よ
れ
ば
ゝ

　

章
宗

卯
位
の
初
め
大
定
二
十
九
年
十
一
月
、
既
に
二
税
戸
解
放
の
議
が
叫
ば
れ
、
且
早
速
攻
行
に
移
さ
れ
た
と
み
え
て
、
翌
明
昌
元
年
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

月
の
奏
に
よ
れ
ば
、
放
免
さ
れ
た
敦
は
北
京
等
路
に
於
て
千
七
百
瞳
戸
△
萬
三
千
九
百
節
口
に
珪
し
た
と
云
ふ
。
二
税
戸
放
免
は

一
種
の
奴
隷
解
放
で
あ
る
か
ら
祀
會
政
策
的
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
叉
一
面
よ
り
放
ふ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
良
民
が
身
加
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
か
ら
見
れ
ば
課
役
戸
の
堵
加
と
】
ぶ
ふ
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
経
済
政
策
的
意
義
も
多
分
に
含
雲
れ
て
ゐ
た
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
奴
隷
化
し
た
多
数
の
二
親
戸
を
所
有
し
て
豊
さ
を
誇
っ
て
ゐ
た
北
京
路
方
面
の
寺
観
は
、
こ
の
二
税
戸
解
放

に
よ
っ
て
、
経
済
的
大
打
撃
を
蒙
っ
た
こ
と
ｘ
想
像
さ
れ
る
。
霖
に
二
税
戸
解
放
は
不
営
た
る
寺
観
の
経
済
力
に
對
す
る
一
大
弾
雁
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四5

で
あ
る
。

　

か
く
の
如
く
。
宗
教
々
團
に
對
す
る
國
家
的
統
制
の
強
化
策
を
踏
襲
し
賓
行
し
っ
ｘ
あ
っ
た
章
宗
も
、
承
安
年
間
よ
り
財
政
難
の

結
果
、
嘗
て
世
宗
が
断
乎
贋
止
し
た
悪
政
た
る
名
額
・
度
牒
等
の
資
出
し
を
、
や
む
た
く
行
は
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
『
金
史
』

砦
一
に
ヽ

○

　
　

承
安
二
年
（
い
い
）
。
四
月
甲
子
。
侮
書
省
奏
。
比
歳
北
逡
調
度
頗
多
。
請
降
枡
１
　
　
察
名
度
牒
・
紫
褐
・
師
徳
琥
。
以
助
軍
俑
。

　
　

従
之
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
相
庶
す
る
記
載
は
・
食
貨
志
（
四
心
に
）
に
も
「
承
安
二
年
。
資
度
牒
・
師
読
・
寺
額
。
復
令
人
入
粟
補
官
。
」
と
あ
る
。

政
。
府
の
教
團
に
對
す
る
態
度
の
一
祥
を
明
快
に
認
め
得
る
。

　

金
朝
再
度
の
名
額
・
度
牒
等
の
資
出
し
は
承
安
二
年
四
月
に
始
め
ら
れ
た
。
し
か
も
こ
の
時
は
察
名
度
牒
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
度

政
府
よ
り
資
出
さ
れ
た
度
牒
は
、
共
後
民
間
に
於
て
資
買
さ
れ
、
富
豪
地
主
等
の
買
占
め
も
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
し
、
度
牒
は
市
場

價
値
を
有
す
る
に
至
っ
て
、
公
債
と
全
く
同
じ
役
割
を
演
す
る
に
至
り
し
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
い
づ
れ

に
し
て
も
、
南
宋
宗
教
界
と
同
じ
き
有
様
が
北
支
那
の
金
朝
治
下
の
宗
教
界
に
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
且
大
定

五
年
以
来
徐
ろ
に
行
は
れ
た
宗
教
々
圃
粛
正
策
も
こ
ゝ
に
至
っ
て
一
朝
に
し
て
そ
の
効
を
失
墜
す
る
こ
と
ｘ
な
っ
た
も
の
で
は
な
か

ら
う
か
。

　

前
回
と
同
じ
く
こ
の
再
度
の
度
牒
等
の
資
出
し
も
急
を
要
す
る
軍
事
費
砧
出
の
一
方
法
で
あ
っ
た
。
右
の
文
に
「
比
歳
北
逡
調
度

頗
多
」
と
あ
る
は
、
主
と
し
て
金
朝
所
隷
の
北
方
諸
部
族
の
紛
乱
を
指
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
例
へ
ば
、
承
安
元
年
十

一
月
に
は
契
丹
人
賤
鎖
徳
壽
等
の
謀
反
が
あ
り
、
こ
れ
が
鍾
定
に
は
泰
州
軍
が
出
動
し
て
ゐ
る
。
且
富
時
既
に
蒙
古
の
勃
興
は
顕
著
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な
る
事
資
に
し
て
金
は
北
逡
防
備
の
強
化
と
云
ふ
切
賓
な
る
問
題
を
荷
う
て
ゐ
だ
。
加
之
、
世
宗
の
富
を
得
た
威
墜
が
な
く
な
り
、

　
　
　

章
宗
時
代
殊
に
承
安
年
間
以
後
に
至
れ
ば
、
政
府
要
人
及
び
官
吏
は
心
弛
み
て
放
縦
に
流
れ
、
地
方
叉
動
挨
の
兆
あ
ら
は
れ
て
、
そ

　
　
　

の
鎖
堡
治
安
維
持
の
篤
の
軍
事
費
の
堵
加
を
き
た
し
度
牒
等
の
費
出
し
は
そ
の
打
開
策
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
。
宗
教
々
團
は
再
び
國

　
　
　

家
財
政
上
に
利
刑
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ど
こ
の
時
如
何
程
の
度
牒
・
名
額
等
が
如
何
な
る
値
段
で
妾
出
さ
れ
、
政
府
は
そ
れ

　
　
　

に
よ
っ
て
如
何
程
の
収
入
を
あ
げ
得
た
か
に
就
て
は
遺
憾
な
が
ら
知
る
す
べ
が
た
い
。

　
　
　
　

翌
承
安
三
年
に
も
度
牒
公
海
の
岑
賓
が
認
め
ら
れ
る
・
印
ち
『
金
史
Ｊ
Ｊ
五
食
貨
志
入
粟
坦
度
牒
の
條
に
ヽ

　
　
　
　
　

承
安
三
年
。
西
京
饌
。
詔
妾
度
牒
以
済
之
。

　
　
　

と
あ
る
。
『
金
史
』
本
紀
に
は
こ
れ
に
相
臆
す
る
記
事
は
見
え
な
い
が
、
票
（
箭
。
旨
方
の
僕
飢
救
済
と
云
ふ
社
會
事
業
の
賃
金

　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

調
達
の
篤
に
、
皮
牒
等
の
妾
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
の
場
合
と
頗
る
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
章
宗
後
牛
時

　
　

3
6

　
　
　

代
の
室
名
皮
牒
の
費
出
し
に
よ
っ
て
、
恐
ら
く
は
特
に
北
支
那
の
地
方
に
於
て
、
経
文
の
一
句
を
も
讃
め
な
い
漢
人
の
偕
・
尼
・
道

　
　

。

　
　
　

士
・
女
冠
が
多
数
現
は
れ
、
且
費
出
さ
れ
た
度
牒
は
民
間
に
於
て
費
賀
さ
れ
、
こ
れ
に
紛
れ
て
私
度
借
も
よ
り
多
く
な
っ
て
来
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　

と
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

章
宗
の
放
漫
的
政
治
の
一
端
は
、
そ
の
宗
教
政
策
の
上
に
も
明
白
に
観
取
さ
れ
る
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
章
宗
が
一
面
に

　
　
　

佛
道
を
厚
く
尊
信
し
た
事
は
明
か
に
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
名
額
・
度
牒
等
の
公
妾
を
行
ひ
し
こ
と
は
、
誤
れ
る
の
甚

　
　
　

し
き
も
の
に
し
て
、
そ
れ
は
、
さ
な
き
だ
に
腐
敗
し
低
級
化
し
っ
Ｘ
あ
る
宗
教
々
團
を
、
叉
か
く
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
會
的
勢
力

　
　
　

を
射
大
し
っ
ｘ
あ
る
宗
教
々
團
を
一
脈
卑
俗
化
し
堕
落
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

　
　
　

章
宗
の
次
ぎ
に
は
凡
庸
な
る
衛
紹
王
が
立
っ
た
Ｉ
『
金
史
』
四
一

　

に
は
ゝ

　
　
　
　

崇
慶
元
年
こ
＝
）
五
月
。
…
…
ｗ
ｍ
一
双
空
名
勅
牒
。

　
　
　

と
あ
っ
て
、
衛
紹
王
時
代
の
空
名
度
牒
費
出
し
の
事
賓
を
傅
へ
て
ゐ
る
が
、
如
何
な
る
｀
目
的
の
篤
に
費
出
さ
れ
た
か
に
開
し
て
は
記

　
　
　

載
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
さ
れ
ど
右
の
文
に
綬
い
て
、
「
河
東
瞎
西
大
腹
。
斗
米
鎖
散
千
。
流
華
海
野
。
」
と
あ
っ
て
、
常
時
河
東
映

　
　
　

西
の
地
方
に
大
鰻
飢
の
あ
っ
た
こ
と
を
傅
へ
、
こ
れ
が
篤
に
金
朝
は
南
京
留
守
僕
散
端
を
河
南
瞎
西
安
撫
使
と
な
し
た
と
兄
ゆ
る
。

　
　
　

さ
れ
ば
、
先
の
承
安
三
年
の
場
合
と
同
じ
く
饌
飢
救
済
の
賃
金
を
得
ん
た
め
空
名
度
牒
四
面
出
し
を
敢
行
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

然
れ
ど
も
、
こ
れ
よ
り
先
き
蒙
古
既
に
勃
興
し
て
、
そ
の
強
烈
た
る
追
襲
は
常
時
金
の
最
大
た
る
國
難
で
あ
っ
た
。
大
安
三
年

　
　

（
三
九
月
に
は
、
蒙
古
軍
は
一
度
中
郡
に
迫
っ
て
居
り
、
同
年
末
迄
に
は
、
金
の
東
京
路
・
西
京
路
・
中
京
路
の
一
帯
は
、
す
ぺ

　
　

て
蒙
古
の
支
配
下
に
鯖
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
蒙
古
米
の
聾
に
金
國
學
げ
て
周
章
狼
狽
し
、
こ
れ
が
防
備
に
は
莫
大
の
軍
真
費
が

　
　

必
要
で
あ
り
、
た
め
に
國
家
の
財
政
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
１
　
に
想
像
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
軍
真
費
を
得
ん
が
篤
に
度
牒
の

　
　

妾
出
さ
れ
た
こ
と
も
営
然
あ
り
得
る
こ
と
ｘ
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　

衛
紹
王
弑
せ
ら
れ
て
宣
宗
立
っ
た
。
’
蒙
古
の
墜
追
い
よ
く
至
っ
て
ぃ
よ
’
く
強
く
、
宣
宗
は
河
北
の
回
復
し
難
き
を
知
っ
て
、

　
　

貞
祐
二
年
二
に
）
七
月
、
南
京
汁
京
府
に
遷
都
し
、
同
三
年
五
月
中
郡
は
遂
に
蒙
古
軍
の
手
に
錨
し
た
の
で
あ
っ
た
。
今
後
金
は
な

　
　

ほ
約
二
十
年
の
録
命
を
辛
う
じ
て
保
つ
の
で
あ
る
が
、
既
に
本
土
た
る
満
洲
地
方
は
勿
論
失
う
て
居
り
、
漢
地
の
み
に
よ
れ
る
異
民

4
9

　
　

族
國
家
と
云
ふ
奇
怪
な
る
も
の
と
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Ｊ

－ →37
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さ
て
、
こ
れ
よ
り
先
き
、
蒙
古
軍
中
郡
を
圖
む
や
、
糧
道
絶
え
て
城
中
食
料
難
に
陥
っ
た
。
政
府
は
民
間
貯
積
す
る
と
こ
ろ
の
塾

を
徴
発
し
、
代
ふ
る
に
銀
砂
こ
僣
道
の
戒
牒
（
度
牒
）
を
以
て
し
た
と
云
ふ
。

　
　

貞
結
初
。
…
…
…
（
奥
屯
１
　
孝
）
舞
參
知
政
事
。
中
都
園
急
。
糧
蓬
道
絶
。
詔
忠
孝
。
捜
括
民
間
積
扇
存
附
月
食
用
。
悉
令
輸
官
。

　
　

回
診
或
員
諒
（
黙
述
誰
。
四
）

　

こ
よ

出
さ
れ
た
室
名
首
牒
は
、
其
後
一
般
民
間
に
於
て
費
買
さ
れ
、
市
場
價
値
を
保
っ
て
ゐ
・
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
貞
結
三
年
（
こ
）
又

度
牒
等
の
頁
出
し
が
見
ゆ
る
。

　
　

貞
砧
三
年
。
五
月
壬
戌
。
降
空
名
宣
勅
紫
衣
・
師
徳
貌
・
度
牒
。
以
補
軍
儲

　

廳
赳
匹
・
）
。

　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】

　

皮
牒
等
の
喪
出
し
が
行
は
れ
た
の
み
な
ら
す
、
翌
貞
鮒
四
年
に
は
鮒
侶
・
道
士
は
納
粟
の
多
寡
に
庶
じ
て
夫
々
相
常
の
伊
道
の
官

　
　

3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

が
典
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
先
の
で
あ
る
。
外
患
内
憂
交
々
至
っ
て
金
朝
の
財
政
い
よ
く
窮
乏
を
つ
ぐ
る
や
、
そ
の
打
開
策
と
し

　
　

。

て
宗
教
々
團
は
極
度
に
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
極
端
に
云
へ
ば
、
政
府
と
宗
駄
々
團
と
の
開
連
は
財
政
上
に
於
て
の
み

存
在
し
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
ｘ
推
察
さ
れ
る
。
政
府
が
宗
教
々
剛
を
監
観
し
そ
の
蕭
ｆ
を
計
る
等
の
こ
。
と
は
考
へ
も
附
け
得
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
ら
う
。
か
く
て
針
侶
・
道
士
は
い
よ
く
堕
落
し
宗
教
界
は
極
度
の
腐
敗
に
沈
吟
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
金
の

末
帝
爽
宗
時
代
に
於
て
も
か
ｘ
る
大
勢
に
愛
り
な
か
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

之
を
要
す
る
に
、
金
は
北
宋
及
び
遼
よ
り
檀
承
し
た
膨
脹
せ
る
宗
教
々
團
を
、
財
政
上
大
い
に
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も



4四

こ
れ
に
よ
っ
て
國
家
は
一
時
的
財
政
難
を
免
れ
得
た
こ
と
も
あ
っ
た
に
泣
ひ
な
い
が
、
そ
れ
は
決
し
て
富
を
得
た
宗
教
に
對
す
る
政

策
で
は
忿
か
っ
・
た
。
既
に
低
級
化
し
堕
落
し
っ
ｘ
あ
っ
・
だ
宗
教
々
團
は
國
家
の
財
政
上
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
。
て
、
益
々
そ
の

度
を
強
め
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
尤
も
大
定
五
年
以
後
に
於
け
る
世
宗
の
如
き
、
そ
の
非
を
悟
っ
て
断
乎
か
Ｘ
る
悪
政

を
ヤ
め
、
進
ん
で
宗
教
界
粛
正
工
作
に
乗
出
し
・
た
賢
君
も
あ
っ
た
が
、
大
勢
の
赴
く
と
こ
ろ
如
何
と
も
な
し
得
す
、
所
期
の
目
的
は

果
し
得
な
か
っ
た
。
章
宗
時
代
後
牛
以
後
に
至
っ
て
は
、
國
威
の
失
墜
と
と
も
に
國
家
の
財
政
上
に
於
け
る
宗
教
々
剛
利
用
は
益
々

著
し
く
た
っ
た
・
『
金
史
』
一
一
四
食
貨
志
に
ヽ

　
　

幄
曾
空
名
宣
勅
。
或
欲
輿
以
五
品
正
班
。
僣
道
入
粟
。
始
自
度
牒
。
終
至
徳
胱
。
綱
副
威
儀
寺
観
主
席
。
亦
索
共
貿
而
頬
之
。

と
あ
る
。
以
て
そ
の
一
端
を
知
る
。

　

か
く
の
如
き
誤
れ
る
政
策
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
雁
北
支
那
漢
人
の
宗
教
々
團
は
腐
敗
し
、
宗
教
信
仰
ぽ
卑
俗
化
し
邪
信
化
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
近
世
北
支
那
佛
教
衰
退
の
原
囚
に
は
誤
れ
る
金
中
期
以
後
の
宗
教
政
策
も
数
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　

し
か
も
か
ｘ
る
堕
落
し
っ
ｘ
あ
る
金
代
の
北
支
那
宗
教
界
に
、
注
意
す
べ
き
反
動
作
川
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
李
屏
山
・
耶
律
楚
材

等
の
逸
材
を
そ
の
門
よ
り
輩
出
せ
し
め
た
萬
松
老
人
行
秀
一
派
の
蔽
銀
な
る
暉
門
の
興
隆
で
あ
り
、
道
教
側
に
於
け
る
清
教
徒
的
色

彩
を
極
め
て
濃
厚
に
も
っ
王
嘉
・
長
春
真
人
等
の
全
具
教
の
勃
。
興
で
あ
ら
う
。
金
代
宗
教
界
の
特
異
た
る
存
在
た
る
仝
異
教
及
び
萬

松
等
の
仰
門
は
、
か
｡
^
る
低
級
化
し
腐
敗
し
た
宗
教
々
團
を
趾
會
的
背
景
と
し
て
反
動
的
に
現
は
れ
出
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

行
秀
・
王
高
等
の
賓
践
的
信
仰
生
活
に
は
、
金
代
一
般
宗
教
界
の
動
向
よ
り
洞
察
し
て
、
極
め
て
意
義
あ
る
宗
教
改
革
的
役
割
の

存
す
る
こ
と
を
認
む
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

こ
れ
に
就
て
は
な
ほ
別
に
詳
論
Ｔ
べ
き
で
あ
ら
う
。

■ ・ － 皿39一 一
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註
①

　

度
牒
の
公
吏
は
、
唐
粛
宗
の
時
に
始
め
て
見
ゆ
る
と
云
は
れ
る
が
、
こ
れ
が
最
も
盛
ん
に
行
は
れ
た
の
は
宋
で
あ
っ
て
、
北
宋
・
南
宋
と
も

　
　
　

に
等
し
く
こ
れ
を
行
う
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
就
て
は
、
曾
我
部
静
雄
氏
「
宋
の
度
牒
雑
考
」
（
史
學
雑
誌
四
一
の
六
）
・
塚
本
善
隆
氏

　
　
　

「
宋
の
財
政
難
と
佛
敦
」
（
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
）
等
の
精
緻
な
る
研
究
が
あ
る
。
殊
に
塚
本
氏
は
、
金
代
に
於
け
る
度
牒
等
の
公

　
　
　

吏
に
就
て
も
、
そ
の
一
端
に
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

③

　

按
大
定
初
年
。
寺
槻
納
銭
語
賜
名
額
之
事
。
金
史
無
孜
。
今
所
得
於
映
西
者
。
几
十
四
碑
。
へ
中
略
）
十
四
碑
中
。
在
長
安
者
五
碑
。
在
頭
陽

　
　
　

者
七
碑
。
在
同
官
者
一
碑
。
在
高
陵
者
一
碑
。
云
々
（
『
金
石
翠
編
』
巻
一
五
五
）
。
十
四
碑
の
具
斂
的
名
将
全
部
は
列
車
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、

　
　
　

金
石
目
録
関
係
の
請
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
も
の
を
認
め
得
る
の
で
あ
り
、
且
其
等
は
胱
西
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ほ

　
　
　

右
に
「
金
史
無
考
」
と
あ
る
は
、
前
記
の
食
貨
志
の
文
Ｑ
気
附
か
な
か
っ
-
Ｕ
　
／
'
≪
？
-
'
≪
ら
う
。

　

③

　

大
明
郭
院
の
こ
と
は
『
八
瓊
室
命
石
補
正
』
巻
一
二
五
に
も
見
ゆ
る
。
同
書
巻
二
一
四
に
よ
れ
ば
龍
泉
院
（
河
南
・
郊
城
脂
）
も
大
定
三
年
正

　
　
　

月
納
銭
に
よ
っ
て
名
額
を
賜
輿
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
後
僻
村
彼
岸
院
記
」
の
碑
に
は
、
大
定
二
年
の
祀
部
牒
文
が
刻
さ
れ
て
ゐ
北
と
云
ふ
か
ら
、

　
　
　

こ
れ
も
納
銭
に
よ
っ
て
名
額
を
得
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
該
寺
は
山
東
博
山
に
在
り
し
も
の
了
の
る
（
『
甕
字
訪
碑
録
』
巻
一
〇
）
こ
の
外
に

　
　
　

も
浹
西
以
外
の
地
に
於
け
る
名
額
公
吏
の
例
誼
は
な
ほ
多
敷
認
め
ら
れ
る
。

　

④

　

度
牒
・
師
胱
・
紫
禍
衣
等
も
同
所
に
於
て
吏
出
さ
れ
た
こ
と
ｓ
想
像
さ
れ
る
。

　

④

　

例
へ
ば
、
大
定
四
年
の
吉
祥
院
（
乾
州
・
武
功
願
）
は
壹
伯
貨
文
を
同
年
六
月
の
洪
脳
院
（
険
西
・
浸
陽
）
‘
ｎ
壹
伯
貫
文
を
、
納
め
て
ゐ
る
に
す

　
　
　

ぎ
な
い
（
『
八
瓊
密
金
石
補
正
』
巻
一
二
四
）
地
方
の
状
況
や
常
該
寺
槻
の
大
小
に
よ
っ
て
も
差
異
あ
っ
む
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
尤
も
大
定

　
　
　

三
年
十
一
月
の
廣
而
院
は
壹
百
貰
文
を
納
め
て
ゐ
る
（
『
金
石
文
趾
尾
』
巻
一
八
）
。

　

。

　

④

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
名
額
・
度
牒
等
の
吏
出
し
と
云
う
て
来
た
が
、
形
式
的
に
は
、
常
該
寺
義
の
責
任
者
が
勅
額
を
菌
ひ
所
定
の
納
銭
を
な
し

　
　
　

て
賜
具
さ
れ
る
の
で
あ
ｂ
、
常
時
の
度
牒
も
恐
ら
く
は
記
名
度
牒
で
め
っ
た
と
思
は
れ
る
か
ら
、
政
府
は
手
数
料
と
し
て
搾
取
し
た
も
の
で

　
　
　

あ
る
。
さ
れ
ど
そ
の
収
入
を
重
嬰
な
財
源
と
し
て
居
れ
ば
、
よ
.
ｃ
＼
多
く
下
附
す
る
こ
と
を
望
む
し
又
か
く
せ
ん
と
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
　

ら
、
事
賞
は
吏
出
し
と
同
結
果
仁
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　

⑦

　

か
く
の
如
く
名
額
・
度
牒
等
の
吏
出
し
を
行
う
仁
金
朝
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
一
方
に
一
部
寺
院
の
有
力
な
る
綻
済
的
某
礎
で
あ
る
二
混
戸

　
　
　

の
解
放
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
『
金
史
』
巻
四
六
食
貨
志
に
「
世
宗
大
定
二
牟
。
詔
免
二
税
戸
認
民
。
初
遼

　
　
　

人
佞
佛
尤
甚
。
多
以
良
民
賜
諸
寺
。
分
其
混
一
牛
楡
官
。
一
牛
輪
寺
。
敗
将
之
二
税
戸
。
遼
亡
。
曾
多
匿
其
賞
抑
怜
賤
。
有
援
左
詮
以
告

　
　
　

者
。
有
司
各
執
以
聞
。
上
素
知
其
事
。
敗
特
免
之
。
」
と
あ
る
。
以
七
二
混
戸
の
家
歴
性
格
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
た
ゞ
注
意
す
べ
き
は
、

　
　
　

右
の
記
載
か
ら
見
れ
ば
二
混
戸
は
佛
寺
の
み
に
開
係
あ
る
如
く
思
は
れ
る
が
、
事
賞
は
然
ら
ナ
。
遼
の
貴
族
・
豪
族
等
も
所
有
せ
し
も
の
で
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あ
る
こ
と
は
、
次
の
文
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。
「
初
。
遼
人
掠
中
原
。
及
得
笑
働
海
諸
國
生
口
。
分
賜
貴
近
或
有
功
者
。
大
至
こ
一
州
。

　
　

少
亦
徴
百
。
皆
総
奴
婢
。
楡
租
于
官
。
且
納
課
給
其
主
。
謂
之
二
穏
戸
（
『
大
金
國
志
』
巷
二
八
李
晏
傅
）
。
金
が
新
に
二
稔
戸
を
設
け
た
事
賞

　
　

は
な
い
か
ら
、
富
時
の
二
稔
戸
は
す
べ
て
遼
か
ら
の
傅
承
で
あ
り
、
従
っ
て
燕
雲
十
六
州
以
北
の
地
に
限
ら
れ
て
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

澄
代
か
ら
績
い
て
ゐ
る
名
刹
・
荷
寺
は
本
質
的
に
良
民
で
あ
っ
た
二
税
戸
を
隷
罵
し
私
有
化
し
て
、
以
て
紅
涛
的
豊
富
さ
を
誇
っ
て
ゐ
た
の

　
　

で
あ
ら
う
。
世
宗
の
二
視
戸
解
放
の
詔
は
、
此
等
有
力
寺
院
に
は
一
大
打
撃
で
あ
っ
た
に
痙
ひ
な
い
。
し
か
も
世
宗
の
こ
の
處
置
は
、
前
記

　
　

の
契
丹
人
叛
服
事
件
よ
り
誘
出
さ
れ
た
政
策
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
な
ほ
、
世
宗
末
年
よ
り
章
宗
の
初
め
に
か
け
て
も
二
税
戸
解
放
が

　
　

行
は
れ
て
ゐ
る
。
田
村
賞
造
氏
・
契
丹
佛
教
の
涯
會
史
’
的
考
察
（
大
谷
學
報
一
八
の
Ｉ
）
參
照
。

⑧

　

智
究
大
名
府
営
。
同
寺
営
苑
智
義
臭
智
究
言
。
蓮
華
紅
中
載
五
濁
悪
世
佛
出
魏
地
。
心
紅
有
夢
想
究
竟
涅
槃
之
語
。
汝
法
名
智
究
正
唐
紅

　
　

文
。
先
師
蔵
瓶
和
肯
知
汝
有
是
罰
分
。
亦
作
頌
子
付
汝
。
智
究
信
其
言
。
逡
謀
作
飢
。
歴
大
名
東
率
州
郡
。
仮
託
抄
化
。
誘
惑
愚
民
。
潜
結

　
　

姦
寞
。
議
以
十
一
年
十
七
日
光
取
克
州
。
會
徒
憚
山
。
以
唐
天
時
三
字
総
狭
。
分
取
束
平
諸
州
府
。
一
回
々
（
『
金
史
』
巻
八
八
石
珊
傅
）

　

右
文

　

、
中
、
心
細
と
あ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
『
般
若
心
経
１
　
　
に
し
て
、
夢
想
究
竟
涅
槃
の
語
忙
し
か
に
見
え
て
ゐ
る
。
蓮
華
細
と
は
妙
法
１
　
華
紅

　
　

の
こ
と
？

　
　

地
を
支
那
を
指
す
も
の
と
し
て
も
超
典
の
文
と
し
て
は
甚
だ
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
蓮
華
細
と
は
恐
ら
く
は
常
時
北
支
那
で
行
は
れ
て
ゐ

　
　

た
偏
紅
の
一
つ
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
れ
ど
、
法
華
紺
が
こ
の
頃
佛
教
徒
の
間
に
盛
ん
に
漬
誦
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
信
侶
の
試
験
に
、
法

　
　

華
紅
が
心
地
狭
・
金
光
明
・
報
恩
・
華
巌
の
諸
紅
と
ｓ
も
に
用
ひ
ら
れ
・
て
ゐ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
推
知
せ
ら
れ
る
。
（
『
金
史
』
巻
五
五
百

　
　

官
志
恥
部
の
條
參
照
）
な
ほ
宗
教
一
揆
と
し
て
は
、
火
定
三
年
に
僣
法
通
の
凧
が
見
え
で
ゐ
る
。
大
定
三
年
二
月
庚
寅
。
東
京
僻
法
通
以
妖

　
　

術
朧
衆
。
都
統
府
討
平
之
（
『
金
史
』
宿
六
）
。
記
録
に
見
え
ざ
る
よ
り
多
く
の
宗
数
匪
が
起
っ
む
こ
・
と
で
あ
ら
う
。
。

⑨

　

世
宗
の
宗
教
に
對
す
る
私
的
濃
度
は
又
別
に
孜
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
「
金
帝
室
と
佛
教
」
［
大
谷
學
報
一
五
／
こ
參
照
。

⑩

　

叩
］
昌
元
年
。
六
月
甲
辰
。
勅
信
道
三
年
一
試
（
『
金
史
』
宿
九
）
。
な
ぼ
『
金
史
』
宿
五
五
百
官
志
祀
部
の
條
に
見
ゆ
る
贅
道
に
開
す
る
詳
細
な

　
　

る
規
定
は
章
宗
の
初
期
に
出
来
上
っ
忙
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
　

明
昌
元
年
。
正
月
戊
辰
。
制
禁
自
披
倒
錫
道
者
（
『
金
史
』
巻
九
）
。
や
ｘ
遅
れ
る
が
承
安
元
年
に
次
の
如
き
こ
と
が
あ
る
。
六
月
丁
卯
。
勅

　
　

自
今
長
老
太
師
大
徳
不
限
年
甲
・
長
老
太
師
鈴
鹿
弟
子
三
人
・
‘
ｆ
徳
二
人
・
戒
信
年
四
十
以
上
者
度
一
。
人
・
云
芝
『
金
史
』
俗
一
〇
）
ｏ

⑨

　

明
昌
三
年
。
三
月
発
巳
。
倚
書
省
奏
言
事
者
謂
。
粋
道
之
流
。
不
祥
父
母
親
箇
。
敗
害
風
俗
。
莫
此
総
甚
。
祀
官
言
。
府
開
元
二
年
。
勅

　
　

云
。
聞
道
士
女
冠
営
尼
不
祥
二
親
。
是
篤
子
而
忘
其
生
。
傲
親
而
拘
於
末
。
自
今
以
後
。
並
聴
祥
父
母
。
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
臣
等
以
総
宜
依
典
政
行
之
。

　
　

制
可
。
（
『
金
史
』
巻
九
）
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⑩
前
記
田
村
氏
論
文
參
照
。

⑩

　

な
ぼ
泰
和
六
年
こ
二
〇
六
）
に
も
慶
牒
・
名
額
・
齢
菰
等
を
便
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
常
時
山
東
路
地
方
は
連
年
の
旱
煌
に
見
舞
は
れ
て
ゐ

　
　

て
救
済
切
に
急
を
娶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
國
の
財
貨
多
く
軍
費
に
用
ひ
ら
れ
て
侑
飢
救
済
に
こ
れ
を
用
ひ
得
な
い
っ
仁
。
時
に
山
東
路

　
　

安
撫
使
張
萬
公
の
策
に
よ
っ
て
度
牒
等
の
買
出
し
を
行
う
て
こ
れ
が
灸
金
に
あ
て
だ
（
『
金
史
』
巻
九
五
張
萬
公
傅
）
。

⑨
『
金
史
』
巻
一
四
宜
宗
紀
・
同
巻
五
〇
食
貨
志
參
照
。

　
　
　

。

　

林と蘭通

　

ゐをに出佛てびるし涙記

　

に欲はの南る採は身救出死己だ’゛事梁

Ｉ

　　

終し｀嬰朝゜り交でを家去とが９を高

　

る

　

梁

　　

り

　

ヽ遠地時

　

金州あ弘しし見そま探餌

　　　　

。

　　

ヽ交くと代

　

の合る布すこ｀えの庸し傅

　

佛

　

傅

　

又州西な交

　

佛浦

　

ｏしと孝｀父居て中

　

孵

　

所

　

于に域り州

　

像の叉たあ特彼商の見｀

　

記

　

見

　

道走に｀は

　

を人晋康る切が頁念る交

　

事

　

の

　

逡り適例印

　

得董の但かな十にべと州

　　　

交

　

もてきへ変

　

すこ宗竺會らる翰閃

　

先に

　　　

州

　

敦疾異ばと

　

こ之慧は｀に歳り世づ開

　　　

に

　

煌に聞

　

｀江

　

とが廸寅三よのて々

　

｀係

　

の遇を晋南

　

を海のに國り時交天康あ

　　　

懇

　

人ひ求のと

　

載底傅交の服二趾竺餌る

　　　

り

　

で｀め于の

　

せに四さ趾矣畢親にに會俤

　

あ象ん法交

　

て珠十のにり並移住は救

　

佛え寺受ら天異諸人で救ひ注附慶方陀交又交る

　

救ヽ居、｀し竺あ海であへはしし諸弘羅州｀陸が

　

の南之悉くより演あるが恵たで閥化－を天で｀

　

支海｀篤硝りしをる

　

゜及逝ｏ海をのはへ竺疾法

　

柱貿重啓南｀と紺が晋んの此にへ志瀧すのに蘭

　

と易閣法海矢いて欲洛だ途等循てを寂ｏ曾かに

　

なの暦｀商張ひ交閥陽こ次沙ひ交立に有がゝ隨

　

っ獲門於人南

　

｀廣をのとに門て趾て在名支り行

　

すこ得｀建成海斉を出膚はしが行に

　

｀りな那三し

　

ーし殿業宗をの遍襲域想て或き至葱しるに十四

　

面だ堂淮事へ求歴し十む像交ひリ）嶺こ畳末一域

　

を財整側之て那し扶はに州は労｀をろ賢る歳へ

　

物富飾゛入晩並南

　

｀やに波州乃度支－にて行

　

語が“造供支地びに天す彼天恵ちり那佛も死く

　

っ南と正叡しはに至竺い等し莱舶｀に駄｀ん途

　

て朝見狽皆北中重りの所の或にに印遊践逍だ中

　　　　

布と方乗ミ於聚い

　

交に被の黒門

　

ゐ

　　　　

のあ悟一Ｅ山壽て最州開斥慧論池一る

　　　　

一り其金爾上及は後に揖交琳を論面〇

　　　　

節

　

｀紳鹿日聚槻祠に撰し州に著の交

　　　　

をこ異

　

｀村ｏ吾晩斉せすこ％つは地州

　　　　

物の

　

ｏ西居薪紺又交らとといしとは

　　　　

語地共行民密誓迪趾れ匯あて自も逢

　　　　

っ方牧甚ｏ往身交仙すこひりはらな鄙

　　　　

てに友急浅薪安陸山とら

　

｀硝佛っな

　　　　

ゐお骨-2見゜養之寺いれあ琳教すこ所

　　

ぶ

　

るけ

　

゜不弘中

　

ｏ仙のふすこる既を様で

　　

呂

　

ｏる以暇身以以山鐸ｏ宋政自非であ

　　

川

　　

佛起憶黄火孝寺曇

　

。治毀とあ６

　　

’察

　　

救塔呪金自建・弘

　

智的其しるか

　　

巴

　　

の焉道色焚二誦に

　

斌事法すごら

　　　　　

弘己俗ｏ

　

ｏ年無っ

　

は件

　

｀宋白沙
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